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平成２６年１１月４日

日本原子力発電株式会社

敦賀発電所の近況について

 敦賀発電所の近況について、以下のとおりお知らせします。

１．運転状況について（平成２６年１１月４日現在）

１ 号 機 

沸騰水型（３５万７千 kW）

第３３回定期検査中 

平成２３年１月２６日～未定＊

２ 号 機 

加圧水型（１１６万 kW）

第１８回定期検査中 

平成２３年８月２９日～未定＊

（ ）内は定格電気出力

＊：福島第一原子力発電所事故に対する安全対策の実施状況や新規制基準の対応状況を踏まえ、
地元のご理解を得ながら計画します。 

２．故障等の状況について（平成２６年１０月４日～平成２６年１１月４日）

（１）法律に基づく報告事象 

    なし

（２）安全協定に基づく異常時報告事象

    なし 

（３）保全品質情報等

①サイトバンカ床ドレンサンプポンプ出口配管からの漏えいの原因と対策について 

第３３回定期検査中の敦賀発電所１号機において、平成２６年９月１７日、サイト

バンカ建屋（管理区域）に設置されたサイトバンカ床ドレンサンプポンプを起動した

ところ、ポンプ出口配管より僅かに水が漏えいしていることを確認しました。 

漏えい箇所の調査を行ったところ、出口配管の下部に貫通孔（約７mm×約７mm）を

確認しました。現在、当該配管を取り外し、原因調査を行っています。 

なお、配管から漏えいした水は、放射能測定の結果、検出限界値未満でした。 

また、本事象による周辺環境への放射能の影響はありません。 

（平成２６年１０月３日発表済み） 

当該配管の外観観察や断面観察の結果、貫通孔を含む配管底部にさびの堆積が認め

られ、貫通孔の周りがくぼみ状に減肉していたことから、当該配管は腐食によって貫

通したと推定しました。 

この原因は、当該部は配管の口径が大きくなる部分であり、ポンプ停止中に水溜り

ができ、炭素鋼を腐食させる環境が形成され、さらにポンプの運転頻度が少ないため、

長時間にわたりこの環境が継続したためと推定しました。 
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対策として、当該配管は新しい配管に取り替えました。今後、配管の口径を大きく

する位置を水平部から垂直部に変更し、当該配管に水が残らない構造とします。 

（別紙１参照） 

②高電導度ドレン系配管からの漏えいの点検状況について 

第３３回定期検査中の敦賀発電所１号機において、平成２６年９月２２日、廃棄物

処理建屋地下１階（管理区域）の床面に水溜り（約９０cc）があること、床面から高

さ約５ｍにある高電導度ドレン系配管より水が滴下していることを確認しました。 

当該配管の調査を行なったところ、溶接部に漏えいの跡があることを確認しました。 

現在、原因調査を行っています。また、当該配管の他の溶接部についても調査を行

なっており、同様な漏えい跡を確認しました。 

なお、配管から漏えいした水は、放射能測定の結果、検出限界値未満でした。 

また、本事象による周辺環境への放射能の影響はありません。 

（平成２６年１０月３日発表済み） 

当該配管の他の溶接部について調査を行なった結果、当初漏えいが確認された溶接

部を含めて３６箇所の溶接部に漏えいの跡を確認しました。 

漏えいの跡が確認された溶接部については、補修材による応急補修を行うとともに、

その他の１２３箇所の溶接部についても補修材を用いた予防措置を行い、水圧試験に

て漏えいがないことを確認しました。 

引き続き、原因調査を行い、配管の取り替えを含め必要な対策を講じてまいります。 

３．敦賀発電所３，４号機 準備工事について（平成２６年１１月４日現在） 

（１）建設準備工事 

現在、原子炉建屋背後斜面の緑化管理等の建設予定地の維持管理を継続して行って

います。 

（２）仮設工事関係 

現在、コンクリート製造・供給プラントの設備維持管理等を継続して行っています。 

北地方① 
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４．その他 

（１）げんでんふれあいギャラリー催物のご案内について 

＜個人・グループでの芸術活動、趣味の発表の場としてご利用頂いております。＞ 

① 玄々社・グループ六萌
ろっぽう

 書展 

玄々社で学ぶグループ六萌
ろっぽう

の６名（代表：山下 蒼
そう

石
せき

 様、田中 友
ゆう

華
か

 様、野坂 史
し

芳
ほう

様、別司
べ っ し

 粋
すい

月
げつ

 様、山下 涛
とう

舟
しゅう

 様、山田 香
こう

泉
せん

 様）の皆様による作品展です。『雪』

や来年の干支『羊』をテーマに書かれた作品を３２点展示しています。 

         (１１月４日～１１月９日) 

②第２８回 敦賀写仏の会 写仏展 

発足して２８年目となる、敦賀写仏の会の１６名（代表：岸本 喜美子 様）の皆様

による作品展です。月１回の例会、年１回の研修旅行を経て描かれた写仏、水墨画等

の作品を、４８点展示予定です。          (１１月１１日～１１月１６日) 

③第７回 越前大自慢写真コンテスト作品展

越前町主催の写真コンテストの入賞作品展です。歴史や文化・伝統、人々の営み、

そして四季折々の素晴らしい風景等、越前町の魅力を表現した作品を、２０点展示予

定です。                    (１１月１８日～１１月３０日) 
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別紙１ 

敦賀発電所１号機 

サイトバンカ床ドレンサンプポンプ出口配管からの漏えいの原因と対策について 

平成２６年９月１７日、敦賀発電所１号機サイトバンカ建屋※（管理区域）において、サイトバン

カ床ドレンサンプにろ過水にて水を張り、ポンプ（Ａ号機）を点検のため起動したところ、当該ポ

ンプの出口配管より僅かに水が漏えいしていることを確認しました。 

漏えい箇所の調査を行ったところ、出口配管の下部に貫通孔（約 7mm×約 7mm）を確認しました。 

現在、当該配管を取り外し、原因調査を行っています。 

なお、配管から漏えいした水は、放射能測定の結果、検出限界値未満でした。 

本事象による周辺環境への放射能の影響はありません。 

（平成２６年１０月３日発表済み） 

当該配管の外観観察や断面観察の結果、貫通孔を含む配管底部にさびの堆積が認められ、貫通孔

の周りがくぼみ状に減肉していたことから、当該配管は腐食によって貫通したと推定しました。 

この原因は、当該部は配管の口径が大きくなる部分であり、ポンプ停止中に水溜りができ、炭素

鋼を腐食させる環境が形成され、さらにポンプの運転頻度が少ないため、長時間にわたりこの環境

が継続したためと推定しました。 

対策として、当該配管は新しいものに取り替えました。 

今後、配管の口径を大きくする位置を水平部から垂直部に変更し、当該配管に水が残らない構造

とします。 

また、ポンプ（Ｂ号機）の出口配管についても、当該配管と同様の環境にあると考えられること

から、口径を大きくする位置を水平部から垂直部に変更し、配管を新しいものに取り替えます。 

※ 制御棒等の高線量固体廃棄物をプール内に保管している建屋

添付資料１ サイトバンカ床ドレンサンプポンプ出口配管の状況図

本事象は、法律に基づく報告事象や安全協定の

異常時報告事象に該当するものではありません。
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添付資料１ 

サイトバンカ床ドレンサンプポンプ出口配管の状況図 

概 略 系 統 図

サイトバンカ建屋 

地下２階床面

床ファンネル、 

移送キャスクの洗浄廃液

等より 

サンプ寸法 

縦：１．５ｍ 

横：１．５ｍ 

高さ：１．５ｍ 

ポンプ（Ｂ） ポンプ（Ａ） 

床ドレン受タンクへ 

サイトバンカ 

床ドレンサンプ

設置位置を 

垂直部へ変更 

当該ポンプはドレンサンプが

満水になると起動するため 

運転頻度は少ない。

さ
び
の
堆
積
が
認
め
ら
れ
る
範
囲

くぼみが認められる範囲 

【外観観察の結果】 

配管切取り箇所 

○配管仕様 

外径：約６０ｍｍ 

材質：炭素鋼 

肉厚：約４ｍｍ 

【ポンプ停止後の当該配管内のイメージ図】 

ポンプ停止後、

水が抜ける。 

ポンプ運転時の 

水の流れ方向 

水溜り 

異径継手 

出口逆止弁 

ポンプ 
空気層 

貫通孔 

配管径が大きい部分に水が残り、

空気層もできることから、腐食し

やすい環境となっていた。

切取り箇所
撮影方向 

断面観察
の方向 

ポンプ（Ａ）ポンプ（Ｂ） 

【今後実施する対策】 

ポンプ（Ａ） ポンプ（Ｂ） 

【当該配管取替え後（現状）】 

：異径継手 

：異径継手 

配管 

堆積したさび 

貫通孔 

溶接金属 

配管内面 

溶接金属 

配管外面 

【断面観察の結果】 

堆積したさび 

ポンプ（Ａ） ポンプ（Ｂ） 

【漏えい発生時】 

漏えい箇所 

対策

ポンプ運転時の
水の流れ方向 

当該配管を 

新しいもの 

に交換 


